
 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書（抜粋） 

 

（申請者）鎌田地区まちづくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 鎌田地区福祉推進事業   

実 施 主 体  鎌田地区町会連合会・鎌田地区福祉ひろば事業推進協議会 

実施日（期間）  令和５年５月～令和６年３月 

実 施 場 所  鎌田地区福祉ひろば・鎌田体育館及び各町会公民館 

事 業 概 要 

 地区住民の交流を図り、お互いの顔が見える関係づくりを進め、地域福祉の向上

を目的としてミニ運動会、認知症予防講座、めざせピンコロ体操、歩こう鎌田ウォー

キング、なんでも相談会等を定期的に開催した。 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 コロナ前ほどまでは回復しなかったものの、誰もが参加できる講座や教室を企画

し、心身ともにリフレッシュを図り、地区住民の一体感の醸成につながった。 

また、4年ぶりに開催したミニ運動会には、町会役員からの声かけもあり、１００名

以上の参加者があった。ここ数年、出かける機会が減り引きこもりがちだった方が大

勢参加した。 

課 題  コロナ禍の影響により参加を躊躇する人もあるため、参加者の固定化がみられた。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

１５０，０００円 １５０，０００円 円 円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

② 事業名： 鎌田地区お宝発見事業   

実 施 主 体  鎌田地区町会連合会 

実施日（期間）  令和５年９月～令和６年３月 

実 施 場 所  鎌田地区（征矢野・高宮） 

事 業 概 要 
 地区内の遺跡・史跡の魅力を発信し、将来へと伝承することを目的として、征矢野

町会に善光寺西光庵と高宮町会の道祖神看板の修繕（板面張替え）を行った。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 遺跡の看板を修繕することで、地区の財産である遺跡の魅力を維持し、将来へと伝

承することで、地域愛の醸成が図られた。 

課 題 
 地区内の遺跡、史跡のリスト化及び、良好な維持管理が図られるためのルールづく

りやリスト作成、マニュアル化についての検討が必要。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

７９,200円 ７９,200円 円 円 

 

  

Ｉ 金 ９５０，０００ 円 



 

③ 事業名： 鎌田地区健康づくり推進事業   

実 施 主 体 
中央西地域包括支援センター・鎌田地区町会連合会・鎌田地区福祉ひろば推進協議

会 

実施日（期間） 令和５年６月～令和６年２月 

実 施 場 所 各町会公民館・鎌田地区福祉ひろば 

事 業 概 要 
 地区住民の介護予防・健康づくりを目的として、体力づくりサポーター等を活用し

ながら、健康づくりのためのミニ講座を年７回開催した。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

 コロナ禍で運動不足になりがちな高齢者を対象にした体操や講座を通じて、地区

住民の健康づくりや健康への意識の向上、介護予防に寄与できた。 

課 題 
 健康づくりには、継続した取り組みが必要であり、今後も介護予防や健康づくりに

向けた住民の意識の醸成が必要。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

150,000円 150,000円 円 円 

 

④ 事業名： 鎌田地区主催行事支援事業  

実 施 主 体 鎌田地区町会連合会・鎌田地区防災．防犯部・鎌田地区スポーツ協会 

実施日（期間） 令和５年８月～令和６年３月 

実 施 場 所 鎌田地区公民館・鎌田地区防災倉庫（福祉ひろば北側）等 

事 業 概 要 

・地区住民の防災意識の高揚及び一体感を図ることを目的とし、防災備品、炊き出し

用の釜、非常食等を購入し備蓄した。 

・まちづくり協議会福祉部会主催で福祉に関する講演会を開催し、３０名以上が参加

した。 

・公民館主催の鎌田地区まつりへの協力。 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

・非常時の備蓄品の充実を図ることで、頻発する自然災害への備えと地区住民の安

心感の向上が図られた。 

課 題 
 災害用トイレ、非常食の継続的な備蓄と、防災備品の使用や管理方法のルール作り

が必要。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

 ａ   ｂ  ｃ   

５９６,５２０円 ４８5,1６９円 １１１，３４８円 ３円 

 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

   975,720円    864,369円   １１１，３４８円     ３円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

    該当なし 

 

 



⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金  85,631 円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 

 

３ 添付書類 

 ⑴ 事業実施が確認できる資料（チラシ・パンフレット、写真、新聞記事等） 

 ⑵ 積立をおこなった場合は、松本市地域づくり推進交付金積立承認通知書の写し 


